
前
議
長
の
辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙

議
長
に

田
中
日
本
明
氏
ｍ

副
議
長
に
藤

伸

一
氏
帥

２
月
２８
日
に
開
催
さ
れ
た
本
会
議

に
お

い
て
、

吉
永
雪
男
前
議
長
の
辞
職
に
伴
う
議
長
選
挙
が
行

わ
れ
、
田
中
日
本
明
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
選
挙
の
結
果
、
副
議
長
が
欠
員
と

な

っ
た

こ
と
に
伴

い
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

藤
　
伸

一
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ

あ

い

さ

つ

議

長

田
中

日
本

明

議
員
の
皆
様
方
の
こ
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
嘉
麻

市
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
重
大
な
時
期
に
議
長
に
就
任
す
る
こ
と

に
非
常
に
重
い
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
４
月
１
日
か
ら
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
、
消
費
の
落
ち
込
み
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
嘉
麻
市
に
お
い
て
は
、
〈口
併

特
例
措
置
の
期
限
を
７
年
後
に
控
え
、非
常
に
厳
し
い

行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
¨

そ
の
よ
う
な
中
、
議
会
、
執
行
部
一体
と
な
っ
て
、
市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
こ
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
、

ま
た
、
議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
不
偏
不
党
。公

正
無
私
を
旨
と
し
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
泊
回
か
い
こ
支
援
と
こ
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

政

期

年

住

た

ｍ
口

党

数
齢
所

民

３

７

飯

主 党

期

1歳
田 298-5

な か ひ で あ き

中 日本 明

しん い ち

一伯
肝
党
　
歳2130-8

明

期

６

野

公

３

５

山

ゎ
置願
党
数
齢
所

政

期

年

住

※
変
更
点
は
青
字

○
議
会
運
営
委
員
会

委

員

長
　
山
倉
敏
明

副
委
員
長
　
］石
永
利
勝

委
　
　
一員
　
田
上
孝
樹

委
　
　
員
　
水ヽ
水
民
生

委
　
　
員
　
嶋
田
尋
美

委
　
　
員
　
北
冨
敬
三

〇
議
会
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

委

員

長

藤

伸

一

副
委
員
長
　
森
　
裕
治

○
情
報
基
盤
整
備
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会

委

員

長
　
山
倉
敏
明

副
委
員
長
　
宮
原
由
光

嘉
麻
市
議
会
議
員
２
名

が
欠
員
と
な

っ
て
い
た
こ

と
に
伴

い
、
去
る
４
月
１３

日
に
実
施
さ
れ
た
補
欠
選

挙
に
お
い
て
、
新
井
聖
次

議
員
と
中
嶋
時
夫
議
員
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
井
聖
次
議
員
（３８
歳
）

住
所
…
上
山
田
１
０
６
５

１

７

所
属
…
総
務
財
政
委
員
会

そ
の
他
特
別
委
員
会

中
嶋
時
夫
議
員
（６３
歳
）

住
所
…
岩
崎
２
６
６
１
３

所
属
…
産
業
建
設
委
員
会

そ
の
他
特
別
委
員
会

議会だより かまし(32号) 2



刑事事件 に関し逮捕、勾留された場合の

目員 市長、副市長の

報酬等を差し止める
議

嘉
麻
市
議
会
議
員

の
議

員
報
酬

及
び
費
用
弁
償

等

に
関
す

る
条
例

及
び

嘉
麻
市
職
員

の
特
別
職

の
給
与
等

に
関
す

る
支

給
条
例
の

一
部
を
改
正

市
議
会
議
員
ま
た
は
市

長
及
び
副
市
長
が
、
刑
事

事
件
に
関
し
て
逮
捕
、
勾

留
そ
の
他
身
体
を
拘
束
す

る
処
分
を
受
け
た
場
合
の

議
員
報
酬
ま
た
は
給
料
及

び
期
末
手
当
の

一
時
差
止

め
等
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

差
し
止
め
る
期
間
…
刑
事

事
件
に
関
し
て
逮
捕
、
勾

留
そ
の
他
身
体
を
拘
束
す

る
処
分
を
受
け
た
期
間

報
酬
等
を
支
給
し
な
い
場

合
…
有
罪
判
決
が
確
定
し

た
場
合
、
刑
の
執
行
の
た

め
刑
事
施
設
に
収
容
さ
れ

た
場
合
な
ど

差
し
止
め
処
分
を
取
り
決

す
場
合
…
不
起
訴
処
分
に

な

っ
た
場
合
、
無
罪
が
確

定
し
た
と
き
な
ど

社
会
体
育
施
設
条
例

の

一
部
を
改
正

嘉
穂
小
学
校
が
開
校
し
、

大
隈
小
学
校
、
宮
野
小
学

校
、
足
自
小
学
校
、
千
手

小
学
校
、
泉
河
内
小
学
校

の
５
校
が
廃
校
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
当
該
５
小
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
体

育
館
を
社
会
体
育
施
設
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

廃 校5小学校の

グラウンド、体 育館を

社会体育施 設として活用します

※
６
ベ
ー
ジ
に
関
連
記
事

※
７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

一般会計補正の主なもの
(歳 入 )

地域の元 気臨時交付金   9,009万 3千円増

農業基盤整備促進事業費補助金 6,985万 円増

財政調整基金繰入金  4億 3,326万 7千円減

市債 (借 金 )

(歳 出 )

9,020万 円 減

かんがい施設等整備工事    1億 8干万円増

私立保育所等運営費負担金   4,584万 円減

飯塚地区消防組合負担金    2,661万 円減

財政調整基金積立金  4億 5,485万 3千円増

3月 補正予算
一 般 会 計  3億 2,827万 1千円減額

総額 275億 1,846万 2千円

国民健康保険特別会計      565万 円減額

総額  61億 4,553万 6千 円

6億 3,558万 2干円

総 額 55億 885万 円

2,636万 8二F円

収益的収入 6億 5,520万 1千 円

資本的支出 3億 5,939万 5千円

総額/5億 5,870万 8千円増額の408億 4,939万 4千円

3  議会だより かまし(32号 )
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平成

388億 7,406万円
1億 2,206万 6千 円減額)

□
~‐

1段 会 計 □ □ □ □ □ □ ※本年度は、市長選挙を控えているため、義務的経費を

中心とした骨格予算による編成となつています。

252億 32万 6千円  03ベージに関連記詞

(前年度 Lヒ 6億 」,426万 1干円減＼)

【歳入】

地方交付税

国・県補助等

市債

その他

市税

負担金・手数料等

繰入金

その他

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費 (借金返済)

その他

2億3,935万 5千円

30億 4,290万 7千円

17億9,346万 9千円

5億9,071万9千円

15億8,300万9千円

8億7,791万 円

21億 2,518万 3千円

23億 7,752万 9千 円

3億4,139万 1千円

義務的経費(人件費など最低限必要な経費)・ ……………・

投資的経費(事業費など投資する経費)・ ……………………

そ の 他(施設の維持管理などの経費)・ ……………………

122億 2,885万 4千円

141億 2,219万 9千 円 (56.0%ヽ )

14億 1,036万 7千 円 (5.6%ゝ )

96億 6776万 円  (38.4%′ )

6会計予算を可決

105億8,636万 1千円

依存財源 (他に頼つた収入)・ …………… 197億 8,675万 8千 円 (78.5%ゝ )

自主財源 (本市独自の収入)・ ………………54億 1,356万 8千 円(21.5%/)

【歳出】

8億9,063万 8千円

15億4,064万2千円

7億 6,911万 7千円

27億 5,273万 円

9億 1,731万 9千円

13億4759万 6千円

3億9,592万3千円

議会だよりかまし(32号) 4



□□□□後期高齢者医療特層u会計□
6億 5,324万 7干円
(前年度比 4,726万 5千 円増′)

□国 民健康保 険特層u会語十□□□□
59億 8,430万 」干円

(前年度比 3億 590万 1干 円増/)

□介 護 保険特層u会計□□□□
57億 8,730万 2干円

(前年度比 9,572万 8千増′)

□□□住宅新築資金割紺棚陰言十□
司,804万 7干円
(前年度 Lヒ 722万 3千円減 )ヽ

□水道事業会計□□□□
司1億 577万 ¬干円
収益的収入 7億 8,580万 9干円

資本的支出 3億 1,996万 2干円

(前年度比 8,052万 4千円増′)

マスコットキヤラクター事業
(820万円)

かまししちゃ

太陽光発電システム

設置補助金

(400万円)

梅林公園

5  議会だよりかまし(32号 )
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定例会中に開催 された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各 委員会で付託 された議案の審議結果は9ペ ージ )

総務財政委員会

』（霊闘理ン崚

0
田上副委員長

中村委員

鶴

赫場

壽 嘉
麻
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
及
び
、

嘉
麻
市
職
員
の
特
別
職

の
給
与
等
に
関
す
る
支

給
条
例
の

一
部
を
改
正

本
案
は
、
議
員
、
市
長

又
は
副
市
長
が
、
刑
事
事

件
に
関
し
て
逮
捕
、
勾
留

そ
の
他
身
体
を
拘
束
す
る

処
分
を
受
け
た
場
合
の
議

員
報
酬
ま
た
は
給
料
及
び

期
末
手
当
の

一
時
差
止
め

等
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

委
員
よ
り
、
今
現
在
、

逮
捕
、
勾
留
さ
れ
、
裁
判

が
行
わ
れ
て
い
る
案
件
に

つ
い
て
は
、
裁
判
で
刑
が

確
定
し
、
有
罪
と
な

っ
た

場
合
に
は
遡
及
適
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

質
問
に
対
し
、
こ
の
条
例

の
施
行
日
で
あ
る
４
月
１

日
以
降
も
逮
捕
、
勾
留
期

間
が
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
が
、
施
行
日

前

の
部
分

に

つ
い
て
は
、

ま
だ
条
例
が
施
行
さ
れ
て

い
な
い
の
で
該
当
に
は
な

ら
な
い
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

保
釈
さ
れ
た
場
合

の
取

り
扱

い
は
ど
う
な
る
の
か

と

の
質
問

に
対
し
、
刑
事

事

件

等

に
関

し

て
逮

捕

、

勾
留
そ
の
他
身
体
を
拘
束

す
る
処
分

で
、
逮
捕
等
を

受
け
た
期
間

に
係
る
議
員

報
酬
ま
た
は
給
料
を

一
時

差
止
め
等

の
対
象
と
す
る

と

い
う

こ
と
で
規
定
し
て

お
り
、
顧
問
弁
護
士
か
ら

も

「保
釈
を

さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
期
間

に
つ
い
て

は
該
当

に
な
ら
な

い
」
と

い
う
旨

の
見
解
も

い
た
だ

い
て
い
る
と

の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

身体を拘束された期間

差 し止め等の措置を行う

議会だよりかまし(32号 )



民生文教委員会

地域のコミュニティの

拠点として活用

ｅ

］９

鞣

Ｏ

場̈
鸞 社

会

体

育

施

設

条

例

の

一
部

を

改

正

す

る

条

例本
案
は
、
４
月
１
日
よ

り
嘉
穂
小
学
校
が
開
校
し
、

大
隈
小
学
校
、
宮
野
小
学

校
、
足
白
小
学
校
、
千
手

小
学
校
、
泉
河
内
小
学
校

の
５
校
が
廃
校

と
な
る
こ

と
に
伴

い
、
当
該
５
小
学

校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
及
び
体

育
館
を
社
会
体
育
施
設
と

し
て
活
用
す
る
ほ
か
、
社

会
体
育
施
設
の
開
館
時
間

に
つ
い
て
所
要
の
見
直

し

を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

委
員
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
利
用
方
法

に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
団
体
で
利

用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

嘉
麻
市
立
学
校
施
設
の
開

放
に
関
す
る
条
例
と
同
様

に
申
請
を
し
て
い
た
だ
い

た
上
で
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
等

は
地
域
の
で

ュヽ

ニ
テ
イ
の

拠
点
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
の
で
、
鍵
を
か
け
る

こ
と
な
く
、
子
ど
も
た
ち

が
遊
び
場
と
し
て
利
用
す

る

場

合

等

に
お

い
て

は

、

自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う

開
放
す
る
方
針
で
あ
る
旨

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
が

コ
ヽヽ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
た
め
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

キ
ヤ
ン
プ

フ
ア
イ
ヤ
ー
な
ど

を
す
る
場
合
に
許
可
は
さ

れ
る
の
か
と
の
質
問
に
対

し
て
は
、
基
本
的
に
社
会

体
育
施
設
内
で
は
、
火
気

厳
禁
で
あ
る
が
、
具
体
的

に
市
内
の
公
園
に
お
け
る

許
可
基
準
等
を
参
考
に
基

準
を
定
め
て
い
く
旨

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

ili機歯響襲畢露

森 委員

足白小学校

楊
疇９

一

Ｏ

［ｅ
市

営

住

宅

条

例

の

一

部

を

改

正
す
る
条

本
案
は
、
市
営
住
宅
の

老
朽
化
等
に
伴
う
用
途
廃

止
に
よ
り
、
住
宅
戸
数
が

減
少
し
た
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
今

回
、

用
途
廃
止
す
る
市
営
住
宅

は
、
山
田
地
区
の
あ
さ
ひ

が
丘
団
地
、
ゆ
う
ひ
が
丘

団
地
、
稲
築
地
区
の
大
坪

団
地
、
碓
井
地
区
の
小
太

郎
団
地
、
上
自
井
東
団
地
、

愛
宕
団
地
、
嘉
穂
地
区
の

ハ
ル
団
地

、
セ
イ
ノ
キ
団

地
の
計
８
団
地
内
の
１
４

戸
が
対
象
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
住
宅
は
昭

和
３８
年
度
か
ら
４６
年
度
ま

で

に
建

設

さ

れ

て
お

り

、

築
年
数
は
４２
年
か
ら
５０
年

を
経
過
し
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た

市営住宅の

老朽化等に伴 う用途廃止

産業建設委員会
廣方副委員長

老朽化し除却する予定の市営住宅

議会だより かまし(32号 )



人事案件

決

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き
次

の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会

一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

貞
松
　
陽
子
氏
（山
田
）

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か

県
央
環
境
施
設
組
合
公
平

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
引
き
続
き
次
の
方

を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
全
会

一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

石
川
　
穎
子
氏
（嘉
穂
）

意見書

〓
要
支
援
者
に
対
す
る

介
護
予
防
給
付
継
続
』

と
『利
用
者
負
担
増
の

中
止
』及
び
『特
養
の
要

介
護
１
、
２
の
入
所
継

続
』を
求
め
る
」意
見
書

社
会
保
障
審
議
会

・
介

護
保
険
部
会
が
決
定
し
た

「介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
」
は
、
要

支
援
者
の
う
ち
約
６
割
が

利
用
す
る
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
の
利
用
者
が
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
外

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
多
く

の
介
護
事
業
所
の
経
営
を

直
撃
し
、
介
護
事
業
所
の

倒
産
と
、
そ
こ
で
働
く
介

護
労
働
者
の
失
業
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
要
支
援
者
に
対

す
る
介
護
予
防
給
付
を
継

続
す
る
こ
と
、
利
用
者
負

担
を
増
や
さ
な
い
こ
と
、
な

ど
４
項
目
の
事
項
に
つ
い

国
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

（全
会

一
致

・
可
決
）

再
発
防
止
策
の
協
議
に

関
す
る
決
議

執
行
部
へ
の
資
料
要
求

等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
議
会
で
の
議
論
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
議
員
と

し
て
多
種
多
様
な
行
政
情

報
を
得
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
議
員
が
執
行

部
に
対
し
て
資
料
要
求
や

働

き
か
け
を
行

う
際

に

は
、
政
治
倫
理
条
例
に
規

定
す
る
政
治
倫
理
基
準
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、
公

職
者
と
し
て
の
倫
理
観
を

持
っ
て
行
動
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

情
報
漏
洩
事
案
が
今
後

二
度
と
発
生
し
な
い
た
め

に
も
、
議
員
全
員
で
再
発

防
止
策
の
協
議
を
行
う
と

と
も
に
、
執
行
部
に
お
い
て

は
、
明
確
な
基
準
を
持
っ
て

対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
で
す
。

以
上
、決
議
す
る
。

赤
間
幸
弘
議
員
が

議
員
を
辞
職
さ
れ
ま
し
た

平
成
２６
年
１
月
３‐
日
付

で
、
赤
間
幸
弘
議
員
よ
り

議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
日
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

赤
間
議
員
は
、
平
成
１３

年
の
初
当
選
以
来
、
４
期

‐２
年
、
議
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

吉
永
雪
男
議
員
が

議
員
を
辞
職
さ
れ
ま
し
た

平
成
２６
年
４
月
７
日
付

で
、
吉
永
雪
男
議
員
よ
り

議
員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、

同
日
、
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

吉
永
議
員
は
、
昭
和
５８

年
の
初
当
選
以
来
、
７
期

２０
年
、
議
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
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議案の結果一覧 (3月定例会 )
各委 員会で審査 され た議 案を本会議 で採決 した結 果

○ …・全会 一致

△ …・賛成 多数

※ …・討 論 あ り

議案第2号  議員が、刑事事件に関して逮捕、勾留等の処分を受けた場合、議員報酬等の一時差止め等の措置を講ずる

″第 3号  市長及び副市長が、刑事事件に関して逮捕、勾留等の処分を受けた場合給料等の一時差止め等の措置を請ずる

″第11号  滞納者に係る地方税債権を徴収するため、差押債権の支払いを求める訴えの提起を行う

″第i2号  滞納者に係る地方税債権を徴収するため、差押債権の支払いを求める訴えの提起を行う

議案第4号  碓丼地区公民館として活用するため碓井千歳会館条例を廃止する

″第 6号  嘉穂小学校が開校することに伴い、嘉麻市嘉穂 (仮称)」 学ヽ校統合施設整備基金を廃止する

″第 7号  嘉穂小学校が開校することに伴い、嘉穂小学校開校準備審議会を廃止する

″第 8号  高等学校等就学支援金の支給について高所得世帯に対する所得制限の措置を講じる

″第 9号  碓丼千歳会館を廃止し、嘉麻市碓井地区公民館として活用する

″第10号  大隈、宮師、足白、千手及び泉河内小学校のグラウンド及び体育館を社会体育施設として活用する

請願第4号  熊ケ畑地区内の産業廃棄物処理業者の同処理業更新を許可しないことを求める意見書提出を求める

″第 1号   「『要支援者に対する介護予防給付継続』と同用者負担増の中止』及び『特養の要介護1、 2の入所継続』を求める」意見書提出を求める

議案第 5号  老朽化等に伴い、8団地 14戸の市営住宅を廃止する

議案第 14号  平成25年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 6号 ) ○可  決

″第 15号  平成25年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 4号 ) ○可  決

″第 16号  平成25年度嘉麻市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 (第 1号 ) ○可  決

″第 17号  平成25年度嘉麻市介護保険事業特別会計補正予算 (第 3号 ) ○可  決

″第 18号  平成25年度嘉麻市水道事業会計補正予算 (第 2号 ) ○可  決

″第 19号  平成26年度嘉麻市一般会計予算 ○可  決

″第20号  平成26年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計予算 ○可  決

″第21号  平成26年度嘉麻市後期高齢者医療特別会計予算 ○可  決

″第22号  平成26年度嘉麻市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 ○可  決

″第23号  平成26年度嘉麻市介護保険事業特別会計予算 ○可  決

″第24号  平成26年度嘉麻市水道事業会計予算 ○可  決

蒙量奎ξ彗  地方自治法の規定に基づき、正当な理由がないのに証言を拒んだと判断し、田中義幸議員を告発する

委員
彙ξ彗  地方自治法の規定に基づき、正当な理由がないのに資料提出を拒んだと判断し、田中義幸議員を告発する

炉 奎ξ彗  地方自治法の規定に基づき、虚偽の陳述をしたと判断し、田中義幸議員を告発する

議案第25号  平成25年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 7号 )

選挙第 3号  飯塚地区消防組合議会議員に田中日本明議員が当選
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中 村  春 夫
環境行政について

議 員

田 中  義 幸  議 員
超高速ブロードバ ンド事業について

山 本  幹 雄
道路行政について
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中村議員

環境行政について

間.熊ケ畑産業廃棄物処分場の

拡張申請における県の審査経過は

答。相変わらず審査中との回答で、
新たな情報はない

質
　
能
り

畑
地
区
の
不
法

投
棄
産
廃
ゴ
ミ
の
県
と
の

交
渉
経
過
は
。

安
陪
環
境
課
長
　
新
た
な

進
展
は
な
い
。

質
　
昨
年
１２
月
に
県
が
開

催
し
た
百
々
谷
産
業
廃
棄

物
処
分
場
に
関
す
る
住
民

説

明
会

で
は
、
地

元
住

民

は
県
の
提
案

に
納
得

で
き

な

い
と
し
て
新
た
な
要
望

書
を
出
し
て
い
る
が
、
県
の

回
答
は
。

環
境
課
長
　
超
過
産
廃
ゴ

ミ
の
撤
去

・搬
出
お
よ
び
覆

土
は
行
わ
な
い
。
水
質
検
査

は
引

き
続

き
行

う
。
掘
削

調
査
は
実
施
し
な
い
。
隣
接

地

に
は
み
出

し
て
い
る
廃

棄
物
の
処
理
は
す
で
に
指

導
を
し
て
い
る
と
い
う

回

答
で
あ
っ
た
。

質
　
百
々
谷
中
間
処
分
場

に
関
す
る
保
管
量
超
過
に

対
す
る
県
の
対
応
は
。

環
境
課
長
　
撤
去
の
指
導

期
限
に
は
間
に
合
わ
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
か
な
り
改

善
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

指
導

し
て
い
く

と
い
う

回

答
で
あ
っ
た
。

質
　
能
り

畑
産
業
廃
棄
物

処
分
場
の
拡
張
申
請
の
経

過
は
。

環
境
課
長
　
県
は
相
変
わ

ら
ず
審
査
中
と
の
回
答
で
、

新
た
な
情
報
は
な
い
。

質
　
５
年
ご
と
の
営
業
許

可
期
限
が
１２
月
２６
日
と
な

っ
て
い
た
が
、
新
た
な
許
可

申
請
は
な
さ
れ
た
の
か
。

環
境
課
長
　
１２
月
２４
日
付

け
で
、
事
業
更
新
の
許
可
申

請
書
が
受
理
さ
れ
て
い
る
。

質
　
申
請
書
に
よ
る
と
、
許

可
残
容
量

が
１
６
１
９
ボ

と
な

っ
て
い
る
が
、
県
は
事

実
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長
　
県
は
審
査
中

で
、
残
容
量
に
つ
い
て
も
測

量
を
含
め
た
調
査
を
実
施

し
、
確
認
作
業
を
行
う
と
い

う
回
答
で
あ
っ
た
。

質

　
１２
月
１６
日
か
ら
３
日

間
、
県
が
行
っ
た
掘
削
調
査

の
結
果
は
。

環
境
課
長
　
２
月
１６
日
に

県

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

で
公

表
さ
れ
て
お
り
、
産
業
廃
棄

物
処
理
基
準

に
適
合
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
、
調
査
結

果
は
、
安
定
５
品
日
が
８２
％
ヽ

本
が
０
　
１
％
、
土
や
廃
プ

ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
雑
物

が
‐７

・９
％
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。

山本議員

道路行政につしヽて

間.嘉穂中学校横の市道

拡幅はどうなつているか

答。今年秋に発注する

質
　
一景
穂
地
区
の
嘉
穂
中

学
校
横
の
市
道
拡
幅
の
進

捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

山
倉
土
木
課
長
　
工
事
は

国
道
３
２
２
号
線
側
か
ら
、

嘉
穂
中
学
校
横
を
通
過
し

Ｊ
Ａ
側
の
市
道
へ
延
長
６
８

４
ｍ
で
、
車
道
幅
員
６

５
ｍ
、

歩
道
幅

員
２
ｍ
の
道
路

と

し
て
、
〈
フ
年
の
稲
刈
り
後
の

発
注
を
予
定
し
て
い
る
。
残

り
の
区
間
３
８
４
ｍ
は
次
年

度
の
計
画
だ
。

産
業
振
興
行
政
に
つ
い
て

質
　
八
丁
峠
ト
ン
ネ
ル
開

通
後
の
工
場
団
地
計
画
の

調
査
費

は
ど
う
な

っ
て
い

る
の
か
。

秋
山
産
業
振
興
課
長

調
査
費
に
つ
い
て
は
、
人
フ
回

骨
格
予
算
の
た
め
、
新
市
長

と
協
議
を
行
い
、
６
月
補
正

以
降
に
計
上
し
た
い
。
こ
の

計
画
は
大
規
模
な
造
成
工

事
と
な
る
た
め
、
主目
写
真
を

作
成
し
慎
重
に
計
画
を
進

め
て
い
き
た
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
　
全
国
の
小
学
校
６
年

生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
た
学
力
学
習
状
況

調
査
の
結
果
が
な
ぜ
５
年

前
と
変
わ
ら
な
い
の
か
。

平
田
学
校
教
育
課
長
　
非

常

に
厳
し
い
結
果
だ
と
捉

え
て
い
る
。
要
因
は
２
つ
あ

り
、
１
つ
は
各
学
校
で
調
査

結
果
の
分
析

が
十
分
で
は

な
く
、
改
善
策
が
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
。
２
つ
日
に
（知

識
活
用
力
を
問
う
問
題
）
Ｂ

問
題
に
対
応
し
た
授
業
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
２
つ

の
要
因
を
解
決
す
る
た
め

に
今
必
死
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
。

質
　
文
部
科
学
省
で
は
土

曜
授
業
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
い
る
が
、
公
立

学
校
の
週
６
日
制
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
具
体
的
な

検
討
は
進
め
て
い
な
い
が
、

土
曜
授
業

の
実
施

に
つ
い

て
は
、
授
業
時
数
の
確
保
と

い
う
観
点
か
ら
積
極
的
な

実
施
を
す
る
よ
う
校
長
会

等
で
お
願
い
し
て
い
る
。

嘉穂中学校付近の市道

Llコピ ん質 問
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田中議員

超高速ブロードバンド事業について

間.民設民営が

基本的考えか

答。最も望ましい

質
　
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

計
画
で
は
民
設
民
営
が
最

適
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
基
本
的
な
考
え
か
。

篠
崎
地
域
情
報
課
長
　
最

も
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

質
　
現
在
、
稲
築
地
区
と

碓
井
地
区
の
一
部
に
Ｎ
Ｔ

Ｔ
が
光
回
線
を
引
い
て
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

が
、
様
子
を
見
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
情
報
課
長
　
情
報
格

差
の
解
消
が
必
要
だ
。
△
口
併

特
例
債
の
期
限
も
あ
る
。

質
　
自
主
放
送
は
平
成
３８

年
度
に
１２
億
の
累
積
赤
字

が
出
る
。
平
成
３３
年
度
に
は

一
本
化
算
定
で
１６
億
不
足
。

財
源
は
大
丈
夫
か
。

中
嶋
総
合
政
策
部
長
　
整

備
に
つ
い
て
は
合
併
特
例

債
を
活
用
す
る
。

意
見
　
維
持
管
理
面
を
心

配
し
て
い
る
。
新
市
長
の
元

で
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。
自

主
放
送
も
民
間
に
移
管
し

た
方
が
良
い
と
思
う
。

市
長
選
に
つ
い
て

質
　
市
長
が
不
出
馬
を
決

め
た
の
は
い
つ
の
時
点
か
。

松
岡
市
長
　
健
康
面
で
不

安
が
あ
っ
た
。
や
り
残
し
た

事
業
が
あ
り
、
も
う

一
期
と

の
思
い
か
ら
結
果
的
に
意

思
表
示
が
遅
れ
た
。

質
　
市
長
の
不
出
馬
宣
言

が
遅
れ
た
こ
と
で
、
有
力
者

が
立
候
補
の
機
会
を
逃
し

た
と
い
つ
話
も
あ
る
。

市
長
　
私
が
出
馬
し
よ
う

が
し
ま
い
が
、
意
欲
の
あ
る

方
は
前
々
か
ら
準
備
が
出

来
て
い
る
と
考
え
る
。

市
長
と
し
て
の
総
括

質
　
こ
の
８
年
間
で
の
松

岡
市
政
に
つ
い
て
自
己
判

断
を
願
う
。

市
長
　
財
政
健
全
化
、
自

治
基
本
条
例
の
制
定
、
教
育

に
予
算
を
使
っ
た
。

意
見
　
評
価
で
き
る
面
も

あ
っ
た
が
自
治
基
本
条
例

の
運
用
が
間
違
っ
た
。
「緊

急
を
要
す
る
」
と
い
つ
解
釈

は
、
客
観
的
に
客
観
的
に
誰

が
見
て
も
そ
う
だ
と
い
う

形
で
し
な
い
と
為
政
者
の

都
合
で
判
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
の
全
市
拡
張
に
つ

い
て
市
民
説
明
会
を
す
べ

き
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
引

き
金
と
な
っ
て
、
議
会
主
導

で
市
庁
舎
位
置
が
決
め
ら

れ
、
地
域
間
の
争
い
が
生
じ

た
。

委
一

２
月
１３
日

閉
会
中
の
継
続
調
査
案

件
に
つ
い
て

２
月
１２
日

付
託
案
件
審
査

１
月
１０
日

臨
時
会
の
日
程
に
つ
い
て

２
月
１７
日

定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て

２
月
２７
日

議
事
日
程
に
つ
い
て

３
月
７
日

定
例
会
最
終

日
の
議
事

日
程
に
つ
い
て

２
月
２５
日

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

２
月
２５
日

委
員
長
の
互
選
に
つ
い
て

２
月
１４
日

情
報
漏
洩
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

３
月
Ｈ
日

情
報
漏
洩
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

３
月
５
日

正
副
委
員
長
の
互
選
に
つ

い
て

２
月
２６
日

裁
判
の
報
告
に
つ
い
て

２
月
２７
日

議

長

の
辞

職
願
提
出

に

つ
い
て

１
月
１５
日
。１
月
２０
日
・

１
月
２３
日

議
会
広
報
の
編
集
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出
し
え
て

か
審
じ
し
り

ゃ
ん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
議
会
だ
よ
り
の
中
や
行
政
で

使
わ
れ
て
い
る
わ
か
り
に
く
い
用
語
（専
門
用
語
）

を
説
明
し
ま
す
。

骨
格
予
算
こ
肉
付
け
予
算

本
来
予
算
は
、
そ
の
年

度
の
歳
入
、
歳
出
す
べ
て
に

つ
い
て
年
間
の
見
通
し
の

う
え
に
た
っ
て
編
成
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

し
か
し
、
地
方
公
共
団

体
の
長
や
議
員
の
選
挙
時

期
等
の
関
係
か
ら
政
策
的

な
判
断
が
で
き
に
く
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
政
策

的
経
費
等
の
予
算
計
上
を

避
け
、
人
件
費
等
義
務
的

経
費
な
ど
の
必
要
最
小
限

の
経
費
を
計
上
す
る
予
算

編
成
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
予
算
を
骨
格
予
算
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

政
策
的
判
断
が
で
き
に

く
い
理
由
が
解
消
さ
れ
た

後
に
、
政
策
的
経
費
や
新

規
事
業
費
な
ど
を
加
え
る

補
正
予
算
を
肉
付
け
予
算

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
年
間
の
予

算
が
年
度
開
始
時
ま
で
に

成
立
す
る
見
込
み
が
な
い

場
合
や
合
併
な
ど
で
新
た

に
地
方
公
共
団
体
が
設
置

さ
れ
た
場
合
な
ど
に
、
本

予
算
が
成
立
す
る
ま
で
の

一
定
期
間
、
暫
定
的
な
も
の

と
し
て
編
成
さ
れ
る
暫
定

予
算
が
あ
り
ま
す
。

ヘ

議
長
の
辞
職
と

副
議
長
の
辞
職

議
長
又
は
副
議
長
が
そ

の
職
を
辞
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。

議
長
又
は
副
議
長
の
職

を
辞
し
て
も
、
議
員
の
身
分

は
有
し
て
お
り
、
議
員
の
身

分
を
辞
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
議
員

の
身
分
を
辞
し
た
時
は
、

自
動
的
に
議
長
又
は
副
議

長
の
職
は
消
滅
し
ま
す
。

議
長
又
は
副
議
長
は
、

原
則
的
に
は
議
会
の
開
会

中
議
会
の
許
可
を
得
て
そ

の
職
を
辞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

閉
会
中
に
お
い
て
は
、
副

議
長
は
議
長
の
許
可
を
得

て
そ
の
職
を
辞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
議
長
は
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

閉
会
中
そ
の
職
を
辞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
副
議
長
の
許

可
に
よ
り
議
員
の
身
分
を

辞
す
る
こ
と
で
議
長
職
を

離
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

情
報
漏
洩
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

以
前
は
非
公
開
と
さ
れ
て

い
た
平
成
２
３
年
１
２
月

１
４
日
付
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信

さ
れ
た
資
料
が
ど
の
よ
う

に
漏
洩
し
た
か
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
１
０
０
条

の
規
定
に
基
づ
き
調
査
す

る
中
で
、
同
委
員
会
は
田

中
義
幸
議
員
に
つ
い
て

①
正
当
の
理
由
が
な
い
の

に
証
言
を
拒
ん
だ

（第
１
０
０
条
第
３
条
）

②
正
当
の
理
由
が
な
い
の

に
記
録
を
提
出
し
な
い

（第
１
０
０
条
第
３
条
）

③
証
人
尋
間
に
お
い
て
虚

偽
の
陳
述
を
し
た

（第
１
０
０
条
第
７
条
）

と
判
断
し
、
地
方
自
治
法

第
１
０
０
条
第
９
項
の
規

定
に
基
づ
き
告
発
を
す
べ

き
と
の
決
定
が
な
さ
れ
、
本

会
議
に
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
３
件
と
も
に
賛
成
少
数

で
告
発
す
る
こ
と
は
、
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
法

第
１
０
０
条
抜
粋

第
３
項
　
出
頭
又
は
記
録

の
提
出
の
請
求
を
受
け
た

選
挙
人
そ
の
他
の
関
係
人

が
、
正
当
の
理
由
が
な
い
の

に
、
議
会
に
出
頭
せ
ず
若

し
く
は
記
録
を
提
出
し
な

い
と
き
又
は
証
言
を
拒
ん

だ
と
き
は
、６
箇
月
以
下
の

禁
錮
又
は
１０
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

第
７
項
　
民
事
訴
訟
に
関

す
る
法
令
の
規
定
に
よ
り

宣
讐
し
た
選
挙
人
そ
の
他

の
関
係
人
が
虚
偽
の
陳
述

を
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
３

箇
月
以
上
５
年
以
下
の
禁

錮
に
処
す
る
。

第
９
項
　
議
会
は
、
選
挙

人
そ
の
他
の
関
係
人
が
、

第
３
項
又
は
第
７
項
の
罪

を
犯
し
た
も
の
と
認
め
る

と
き
は
、
生
口
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
虚
偽

の
陳
述
を
し
た
選
挙
人
そ

の
他
の
関
係
人
が
、
議
会
の

調
査
が
終
了
し
た
旨
の
議

決
が
あ
る
前
に
自
白
し
た

と
き
は
、
生
回
発
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。
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昨
年
１０
月
に
議
会
運
営

委
員
会
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
て
議
会
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
て
い
る

神
奈
川
県
逗
子
市
と
埼
玉

県
飯
能
市
を
視
察
し
ま
し

た
。両

市
で
は
、
議
会
資
料
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
る
と

と
も
に
、
議
会
の
招
集
通
知

な
ど
事
務
連
絡
等
に
活
用

し
た
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
の

災
害
時
の
状
況
を
確
認
し

た
り
、
常
時
携
行
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
工
事
の
予
定

な
ど
を
質
問
さ
れ
た
際
に

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
介
し
て
カ

ラ
ー
の
資
料
を
見
せ
な
が
ら

説
明
す
る
な
ど
フ
ル
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

こ
の
取
り
組
み
を
議
員
全

員
に
報
告
、
意
見
を
集
約
し
、

導
入
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

導
入
に
向
け
て
は
、
各
委

員
会
か
ら
２
名
ず
つ
選
出

し
、
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
専

門
部
会
を
設
置
し
、
活
用

方
法
、
機
種
の
選
定
等
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
会
べ
―
パ
ー
レ
ス
化

専
門
部
会

田
上
　
孝
樹
議
員

田
中
　
義
幸
議
員

嶋
田
　
ヨ寺
美
議
員

森
　
　
裕
治
議
員

廣
方
　
　
悟
議
員

山
本
　
幹
雄
議
員

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

議
会
は
、
年
４
回
招
集

さ
れ
る
定
例
会

（３
月
、
６

月
、
９
月
、

１２
月
に
開
催

・

会
期
は
２０
日
間
程
度
）
と

必
要
に
応
じ
て
招
集
さ
れ

る
臨
時
会
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
会
期
の
中
で
、
予

算
や
条
例
な
ど
の
審
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。

本
会
議
や
詳
細
に
議
案

等
を
審
査
す
る
委

員
会

は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と

は
市
政
を
知
る
最
も
良
い

方
法
で
す
。

あ
な
た
も
議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
本
会
議
や
議
員

全
員
で
構
成
す
る
予
算
特

別
委
員
会
な
ど
は
、各
庁
舎

の
ロ
ビ
ー
で
中
継
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
旧
山
田
市
の
地
域

な
ど
、
一部
の
地
域
で
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
の
自
主
放
送
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ホ
‥
ム
ベ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
を

本
会
議
や
委
員
会
の
予

定
、
会
議
の
結
果
、
議
会
の

仕
組
み
な
ど
、
議
会
に
つ
い

て
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。
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